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はしがき 

 本プロジェクトは、中世・近世のヨーロッパ、アメリカ大陸、日本におけるキリス

ト教修道制、そして中世日本の寺社を研究対象とし、修道士、仏僧および神職がメデ

ィアを創出・活用し、文化・思想的な革新運動を展開したことについて、文化圏横断

型の比較研究をするものである。歴史学とその隣接諸分野の成果を見渡すと、修道士

たちは修道戒律、説教などの文書のほか、文学作品、彩飾写本、聖堂装飾、あるいは

巡礼などの仕組みも含め、多種多様な形態のメディアを駆使して自らの宗教理念を発

信していたことが分かる。しかし、こうした努力がいかに社会を統合・規律化し、あ

るいはまた社会に持続性と弾力性を与えてきたかについては、より体系的な研究が求

められる。修道士や仏僧および神職は、宗教的超越を指向しつつ、司牧／教化を通じ

た社会変革への意思と行動力によって多種多様なメディアを創造し、社会に対して革

新的な世界認識と仕組みをもたらし、社会の持続的発展に貢献したのではないか。こ

うした現象を異なる宗教文化のあいだで共時的・通時的に比較することで、各々の個

性がきわだち、より広い視野から宗教運動と当該社会とのあいだのダイナミックな影

響関係が明らかになるのではないか。本研究領域は、この観点を 4 つの計画研究班で

共有し、各計画研究班は以下の 3 つの目的を設定して宗教運動の文明史的な意義を体

系的に明らかにしようと試みた。 

１．中近世において宗教運動を先導した人々は、宗教共同体の内外でコミュニケー



ションを促進するために、いかなるメディア（媒介物＝文字テクスト、図像、

仕組みなど）を創出し普及させたのかを明らかにする。 

２．宗教者は、１．のメディアを通じてどのような言説を宗教共同体の内外に向け

て発信し、またどのような価値観と世界認識の仕方を新たにもたらしたのかを

明らかにする。 

３．そして最後に、宗教者は１．と２．を通していかに社会の教化を推進し、社会

を統合し、文明に変動をもたらしたのかを明らかにする。 
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59. 赤江雄一「托鉢修道会の司牧革命におけるメディアの総合的研究― ReMo 研「中



近世における宗教運動とメディア・世界認識・社会統合キックオフミーティン

グ」2020 年度 ReMo 研第 1 回全体会議(オンライン)、2021 年 3 月 16 日 

60. 赤江雄一「問題ある説教者としての教皇ヨハンネス 22 世─至福直観論争の別側面

─」三田史学会 2021 年度大会(オンライン)、2021 年 6 月 26 日 

61. 梶原洋一「大学学位をめぐる中世ドミニコ会のジレンマ」関西中世史研究会(オン

ライン)、2021 年 3 月 28 日 

62. 梶原洋一「托鉢修道会のアイデンティティと書物」Remo 研シンポジウム 2021

「東西中世における修道院・寺社の書物文化──制作・教育・世界観の変容」東

京都立大学／オンライン、2021 年 12 月 18 日 

63. 原基晶「新著『ダンテ論──『神曲』と個人の出現』をめぐって」ReMo 研講演

会シリーズ 2021 第 2 回(オンライン)、2021 年 11 月 29 日 

64. Taro Shirakawa, “Nemo propheta in patria: Chiara da Montefalco tra venerazione e 

critiche,” Incontro: Storia della chiesa e delle eresie medievali, Università degli 

Studi di Firenze、2021 年 5 月 6 日 

65. 白川太郎「後期中世スポレート渓谷における神秘体験者：キアラ・ダ・モンテフ

ァルコをめぐる崇敬と対立 」第 71 回日本西洋史学会、武蔵大学(オンライン)、

2021 年 5 月 16 日 

66. 白川太郎「「心臓の奇跡」を超えて：預言者キアラ・ダ・モンテファルコと後期中



世イタリアの信仰文化」イタリア史研究会 2021 年度 7 月例会(オンライン)、

2021 年 7 月 4 日 

67. 白川太郎「宗派史から国民史へ？ 19 世紀ヴァルド派の歴史叙述とそのイタリア

化 」第 1 回早稲田大学ナショナリズム・エスニシティ研究所若手研究者研究発表

会、2021 年 9 月 18 日 

68. 白川太郎「19 世紀ヴァルド派の「イタリア化」と歴史叙述：牧師エミーリオ・コ

ンバと福音的イタリアの系譜論」歴史論研究会第 9 回関東部会例会(オンライ

ン)、2021 年 9 月 23 日 

69. 白川太郎「預言者の到来：14 世紀初頭エミーリア地方のアポストリ・ネットワー

ク」2021 年度早稲田大学史学会(オンライン)、2021 年 10 月 2 日 

70. 白川太郎：「自由主義期ヴァルド派の国民史と信仰改革論：牧師エミーリオ・コン

バと福音的イタリアの系譜論」イタリア近現代史研究会例会(オンライン)、2021

年 10 月 23 日 

71. 白川太郎「14 世紀初頭コルトーナにおける守護聖人崇敬の形成：聖マルゲリータ

の『事績録』における都市と托鉢修道会」ReMo 研シンポジウム 2021「東西中世

における修道院・寺社の書物文化──制作・教育・世界観の変容」東京都立大学

／オンライン、2021 年 12 月 19 日 

72. 荒木文果「「イギリス美術」の誕生」福岡日英協会主催イギリス美術セミナー(オ



ンライン)、2022 年 3 月 11 日 

73. Fumika Araki, “LXI Premio Daria Borghese: Le Cappelle Bufalini e Carafa” , 

Cerimonia di consegna dei premi Daria e Livio Giuseppe Borghese per il 2022, 

Palazzo Borghese、 2022 年 5 月 7 日 

74. 荒木文果「ダリア・ボルゲーゼ賞受賞までの道のりと今後の課題」慶應義塾大学

理工学部教授・准教授就任講演会、慶應義塾大学、2022 年 6 月 9 日 

75. Fumika Araki, “Franciscan and Dominican Art for the Sake of Jubilee Years in the 

15th Century Rome,” International Medieval Congress, University of Leeds、2022

年 7 月 4 日 

76. 荒木文果「サンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴァ聖堂カラファ礼拝堂①」芸術文

化教養講座、大分県立美術館、2022 年 9 月 16 日 

77. 荒木文果「サンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴァ聖堂カラファ礼拝堂②」芸術文

化教養講座、大分県立美術館、2022 年 10 月 14 日 

78. 荒木文果「14、15 世紀イタリアにおける『キリストの生涯の観想』の変容と二大

托鉢修道会の競合意識」慶應義塾大学文学部美学美術史学科コロキウム(オンライ

ン)、2022 年 12 月 1 日 

79. 荒木文果「『キリストの生涯の観想』をめぐる二大托鉢修道会のイメージ戦略」美

術史学会東支部例会(オンライン)、2023 年 1 月 28 日 



80. 白川太郎「過ぎ去らない中世：近代イタリア王国の知識人による宗教史叙述と

「異端者」 の再発見」西洋中世学会第 14 回大会 自由論題報告、立教大学/オン

ライン、2022 年 6 月 18 日 

81. 赤江雄一「〈托鉢修道会〉理解に向けて──認識の「もじれ」を巡って」、Remo

研熱海ワークショップ「ラテン・キリスト教と日本仏教における「もつれた修道

制史」を目 

82. 指して」2023 年 1 月 7 日 

83. 荒木文果「マルチバースと美術史学の親和性」石井・石橋基金 2023 第 1 回研究

会、慶應義塾大学（オンライン）、2023 年 8 月 16 日 

84. 梶原洋一「中世ヨーロッパの托鉢修道会と大学学位―ドミニコ会とフランシスコ

会」関西比較中世都市研究会、大阪市立大学、2023 年 9 月 15 日 

85. 梶原洋一「学歴社会の誕生？中世における大学とドミニコ会」東京日仏会館、

2023 年 11 月 6 日 

86. Taro Shirakawa, “Clare of Montefalco and her pastoral activities,” Workshop: KU 

Leuven-Waseda University (Waseda University)、 2023 年 6 月 9 日 

87. Taro Shirakawa, “Pescatori più utili delle anime». Le missioni francescane nella 

legenda di Margherita da Cortona,” Conferenza in intermediazione culturale e 

religiosa (Universita degli studi di Firenze)、2023 年 9 月 7 日 



88. 白川太郎「『最も有益な魂の漁師』? 14 世紀初頭コルトーナにおけるフランチェス

コ会士・預言者・司牧革命」第 91 回西洋史読書会大会、京都大学、2023 年 11 月

3 日 

89. 原基晶「ミュージカル『チェーザレ 破壊の創造者』事前レクチャー」明治座、

明治座、2023 年 1 月 29 日 

90. 原基晶「日本においてチェーザレ・ボルジアについて語ること」（Talking about 

Cesare Borgia in Japan）、国際ルネサンス学会連盟ヴァーチャル・セミナー第 8 セ

ッション「ルネサンスとコミック」（Virtual Interdisciplinary Seminar  2021-

238th, 8 session, <Renaissance and Comics>）、国際ルネサンス学会連盟

（Fédération Internationale des Sociétés et Instituts pour l’ Étude de la 

Renaissance）(オンライン)、2023 年 2 月 3 日 

91. 原基晶「ダンテ『神曲』「地獄篇 第五歌」フランチェスカの愛の歌をめぐって： 

新たな校訂版テクストをもとに」国際編集文献学研究センター主催第二回シンポ

ジウム、成城大学、2023 年 10 月 22 日 

92. 原基晶「ダンテ研究の今：人生・テクスト・解釈（没後 700 周年の後で）」日本中

世英語英文学会研究助成セミナー、早稲田大学早稲田キャンパス、2023 年 12 月

3 日 

93. 原基晶「ダンテとは誰なのか：『神曲』解釈の第一歩として：「知のフロンティ



ア」シンポジウム：「文化知と学問」東海大学湘南校舎、2023 年 12 月 6 日 

94. 荒木文果「永遠の都 ローマ展」福岡日伊協会主催美術セミナー（福岡市美術

館）、2024 年 1 月 11 日 

 

A03 

95. 石川博樹「経済活動から見た北部エチオピアの２王国の比較研究」日本アフリカ

学会第 57 回学術大会、オンライン、2020 年 5 月 23、24 日 

96. 小俣ラポー日登美「バチカンと日本をつなぐ橋̶̶長崎二十六聖人の列福 日本

の殉教者は、どうしてヨーロッパの聖人になったのか？」角川財団・朝日新聞ス

ペシャルバチカンプロジェクト 特別シンポジウム、角川本社ビル２F ホール 

（オンライン参加）、2020 年 11 月 7 日 

97. 小俣ラポー日登美「『殉教』という焦点：17 世紀の列福制度黎明期における日本

殉教者の認定をめぐって」日本西洋史学会第 70 回大会、大阪大学（オンライ

ン）、2020 年 12 月 12 日 

98. パトリック・シュウェマー「反キリシタン物語成立考 否定という受容」大航海

時代のキリシタン文学：グローバル社会の形成に果たした日本の役割、愛知県立

大学日本文化学部、2020 年 10 月 14 日 

99. 武田和久「罹患先住民女性の臨死体験と対称性―スペイン領南米ラプラタ地域の



イエズス会布教区を事例として―」早稲田大学ヨーロッパ中世・ルネサンス研究

所(オンライン)、2020 年 12 月 6 日 

100. 武田和久「イエズス会班キックオフミーティング」ReMo 研 A03 班 2020 年度第

1 回研究会(オンライン)、2020 年 12 月 20 日 

101. 浅野ひとみ「ザビエルのもたらした信仰具」ReMo 研 A03 班月例研究会、2021 年

6 月 24 日 

102. 浅野ひとみ「キリシタン信仰具とイスパニア世界」スペインラテンアメリカ美術

史研究会シンポジウム「イスパニア世界と日本」2021 年 7 月 31 日 

103. Hitomi Asano, “Sobre los restos del Galeón San Diego naufragado en 

1600, ”Simposio Internacional (Universidad Iberoamericana) Japón y el mundo 

hispánico a través de la ruta transpacífica: siglos XVI y XVII、2021 年 10 月 5 日 

104. 石川博樹「16～18 世紀エチオピア北部におけるテフの重要性の変化について」日

本ナイル・エチオピア学会第 30 回学術大会(オンライン)、2021 年 4 月 18 日 

105. 石川博樹「エチオピア関連ポルトガル語史料における作物名称 Milho と Grão に

関する考察」日本アフリカ学会第 58 回学術大会(オンライン)、2021 年 5 月 23 日 

106. 石川博樹「武田和久氏の報告に対するコメント」メトロポリタン史学会第 17 回大

会、東京都立大学(オンライン）、2021 年 9 月 25 日 

107. 石川博樹「イタリアにおけるエチオピア人種・民族論の展開」日本オリエント学



会第 63 回大会(オンライン)、2021 年 10 月 31 日 

108. 岡田正彦「仏暦の忌日と『日本仏教』」日本宗教学会・第 80 回学術大会・パネル

「暦の思想史」、2021 年 9 月 7 日 

109. 岡田正彦「イエズス会エチオピア布教の概要と近年の研究状況」ReMo 研 A03 班

月例研究会、2021 年 6 月 24 日、オンライン、2021 年 11 月 11 日 

110. Hitomi Omata Rappo, “Des Indes lointaines aux scènes des collèges : les reflets des 

martyrs de la mission japonaise en Europe Aschendorff, 2020, ” Séminaire 

d’histoire des missions d’évangélisation、(オンライン)、2021 年 3 月 12 日 

111. 小俣ラポー日登美「聖なる肌色と身体的他者性の受容―「日本人」は近世ヨーロ

ッパのキリスト教徒にどのように描かれたのか―」日本西洋史学会第 71 回大会小

シンポジウム主催者・発表「信仰の世界地図―長崎 26 聖人信仰の視覚化とその伝

播をめぐって」武蔵大学（オンライン）、2021 年 5 月 12 日 

112. 小俣ラポー日登美「殉教をみるということ―近世ヨーロッパにおける日本からの

聖遺物―」メトロポリタン史学会第 17 回大会シンポジウム「前近代世界における

宗教運動と 

113. 文化交流の諸相」東京都立大学（オンライン）、2021 年 9 月 25 日 

114. 小俣ラポー日登美「16－18 世紀西欧における殉教観の形成」国際日本文化研究セ

ンター共同研究会「西洋における日本観の形成と展開」国際日本文化研究センタ



ー共同研究会（オンライン）、2021 年 10 月 23 日 

115. 小俣ラポー日登美「長崎二十六殉教者の列福（1627）と列聖（1862）」角川文化

振興財団『バチカンに眠る日本の記憶―文化と交流 450 年・教皇の知り得た日本

―』上智大学（オンライン）、2021 年 11 月 13 日 

116. 小俣ラポー日登美「16-17 世紀に日本で起こった殉教―その言説の西欧における

形成―」批判的人種・エスニシティ研究会、京都大学人文科学研究所（オンライ

ン）、2021 年 11 月 21 日 

117. 小俣ラポー日登美「16－18 世紀西欧における殉教観の形成―西洋史的文脈の中の

記号としての日本―」人文科学研究所着任研究発表会、京都大学人文科学研究所

（オンライン）、2021 年 11 月 25 日 

118. 小俣ラポー日登美「偶像・偶像崇拝・暴君の共演―イエズス会と日本の宗教―」

ReMo 研講演会シリーズ 2021「中近世宗教史研究の最前線」(オンライン)、2021

年 12 月 5 日 

119. Patrick Schwemmer, “A Transgender Saint in Translation: Marina the Monk in the 

Secret Books of the Hidden Christians,”「南蛮人」を超えて：オンライン国際シン

ポジウム、2021 年 2 月 18 日 

120. パトリック・シュウェマー「キリシタン聖人伝成立考」キリシタン語学研究会、

2021 年 3 月 3 日 



121. Patrick Schwemmer, “The Medieval Japanese Life of St. Alexius of Edessa,” 16th 

International Conference of the European Association for Japanese Studies, Whova 

(オンライン), 2021 年 8 月 27 日 

122. パトリック・シュウェマー「キリシタン資料の裏を読む」ReMo 研シンポジウム

2021「東西中世における修道院・寺社の書物文化──制作・教育・世界観の変

容」東京都立大学／オンライン、2021 年 12 月 19 日 

123. パトリック・シュウェマー「キリシタン聖人伝の日欧の原典」キリシタン文化研

究会、上智大学、2021 年 12 月 5 日 

124. 武田和久「イエズス会の近代性に関する批判的考察のための総合的歴史学研究―

ReMo 研「中近世における宗教運動とメディア・世界認識・社会統合キックオフ

ミーティング」ReMo 研 2020 年度第 1 回全体会議(オンライン)、2021 年 3 月 16

日 

125. 武田和久「イエズス会的服従と現地改宗エリート（知識人）の誕生」ReMo 研

A03 班月例研究会(オンライン)、2021 年 5 月 27 日 

126. Kazuhisa Takeda, “Las relaciones de parentesco y cacicazgo guaraní en las misiones 

jesuitas de Paraguay: el producto híbrido de la colonización y evangelización 

española,” XIX Congreso de AHILA (Asociación de Historiadores 

Latinoamericanistas Europeos): Consideraciones para la investigación de la 



circulación del conocimiento local: las interacciones entre Europa y las Américas en 

la temprana modernidad (simposio No. 4)(オンライン)、2021 年 8 月 23 日

（https://www.hsozkult.de/conferencereport/id/tagungsberichte-

9097?language=en） 

127. 武田和久「キリスト教的地獄観の流用（アプロプリエーション）とアメリカ先住

民－17-18 世紀スペイン領南米ラプラタ地域のイエズス会布教区を中心に―」メ

トロポリタン史学会第 17 回大会シンポジウム「前近代世界における宗教運動と文

化交流の諸相」東京都立大学（オンライン）、2021 年 9 月 25 日 

128. Ryuji Hiraoka, “A Public Cosmology Lecture with a Clockwork Astronomical Model 

in 18th Century Japan,” 26th International Conference of History of Science and 

Technology (ICHST 2021), Prague(オンライン)、 2021 年 7 月 28 日 

129. 平岡隆二「イエズス会科学と近世仏教：初中期仏僧の西洋地球説への反応を中心

に」ReMo 研合同研究会「科学、医療、宗教の相互連関─中近世のキリスト教と

仏教を中心に─」(オンライン)、2021 年 9 月 15 日 

130. 平岡隆二「開陽丸引き上げ文書と梅文鼎『暦算全書』」、洋学史学会オンラインシ

ンポジウム「開陽丸引き揚げ文書について 幕府天文方と開陽丸」(オンライ

ン)、2021 年 11 月 14 日 

131. Ryuji Hiraoka, “Buddhist Reaction to the Western Theory of Round Earth in 17th 



and 18th Century Japan, ” The 6th History of Mathematical Sciences: Portugal and 

East Asia VI: Measuring Time, Heaven and Earth, Seoul (オンライン)、2021 年 12

月 9 日 

132. アンドレス・メナチェ「宣教師たちと「悪魔の法」―イエズス会士による伴天連

追放令の理解―」アジア・キリスト教・多元性研究会、2021 年 4 月 

133. アンドレス・メナチェ「ザビエルから雪窓へ」ReMo 研 A03 班月例研究会(オンラ

イン)、2021 年 9 月 3 日 

134. 浅野ひとみ「初期キリシタン時代の信仰具 苦行鞭について」ReMo 研研究会、

2022 年 12 月 27 日 

135. 岡田正彦「19 世紀の日本における仏教天文学と仏教科学」ReMo 研 A03 班月例研

究会、2022 年 1 月 13 日 

136. 小俣ラポー日登美「近世から近代の西欧における日本殉教観の変転」国際日本文

化研究センター共同研究会「西洋における日本観の形成と展開」(オンライン)、

2022 年 2 月 26 日 

137. Hitomi Omata Rappo, “De l’idée de la fille parfaite: Les martyrs féminins dans les 

récits de la mission japonaise (XVIIe-XVIIIe siècles),” Jesuits as promoters of 

women’s holiness from the 16th to the 19th century, Université Saint-Louis, 

Bruxelles(オンライン)、2022 年 3 月 4 日 



138. 小俣ラポー日登美「普遍と特殊のはざまを垣間見る―書評『宣教と適応：グロー

バル・ミッションの近世』によせて―」国立民族学博物館共同研究「近世カトリ

ックの世界宣教と文化順応」(オンライン)、2022 年 3 月 20 日 

139. Yoshimi Orii, “Pietro Alagona’s “Compendium Manualis Navarri” published by the 

Jesuit Mission Press in Early Modern Japan (1597),” Max Planck Institute for Legal 

History and Legal Theory, “Legal Books and Beyond in the Iberian Worlds: 
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研究成果 

 以下、領域計画書（全体版）の「具体的な計画・方法」で示した 4 項目に対応させ

つつ主要な研究成果を挙げてゆく。なお、各研究成果の詳細は公式ホームページ

（https://religious-movements.com）に掲載しているニューズレター（全 3 号）を参

照されたい。 

 

①各研究班の研究活動 

 各研究班は年度ごとにそれぞれ研究会を複数回実施し、メンバーの研究成果をもと

に積極的に議論・意見交換を行った。 

 

②分野横断型の研究体制 

 講演会シリーズ 2021「中近世宗教史研究の最前線」として実施した 4 回の講演会の

ほか、公開セミナー2021「アクアマニーレと典礼空間の形成」、合同研究会 2022、合

同研究会 2023 を実施して、歴史学、美術史学、文学という分野の垣根を越える形で

交流と議論を行った。 

 

③研究班を架橋する研究ユニットの形成 

 学術変革領域研究の趣旨を活かし、新たな研究ユニットの形成を目指して実施した

https://religious-movements.com/


のがシンポジウム 2021「東西中世における修道院・寺社の書物文化─制作・教育・世

界観の変容」（2021 年 12 月 18 日、19 日）である。そこでは中世の宗教者が生み出し

たグーテンベルク以前の書物の特質を、ヨーロッパと日本を比較しながら検討した。

その成果は日本語論文集として、大貫俊夫、赤江雄一、武田和久、苅米一志編著『修

道制と中世書物──メディアの宗教比較史に向けて』（八坂書房、2024 年）として刊

行した。 

 ワークショップ「ラテン・キリスト教と日本仏教における「もつれた修道制史」を

目指して」（2023 年 1 月 7 日、8 日）は、プロジェクトのメンバーのほぼ全員が参加

し、研究班を架橋して今後の修道制史のあり方を議論した。 

 2022 年と 2023 年の 2 回にわたり、国際中世学会（IMC、リーズ大学）でセッショ

ンを企画し、研究班を架橋する研究ユニットを組織して研究報告を行った。 

 

④国際共同研究推進 

 2022 年 7 月には、Global Association for Historical Research of Monasticism 

(GARMon)が結成された。これには構想段階から本プロジェクトの領域研究者（大貫

俊夫）と計画研究代表者（赤江雄一、武田和久）が深く関わっており、今後はドイ

ツ、イタリア、ベルギー、アメリカ合衆国、アルゼンチン、オーストラリア等、世界

中の研究者と連携して比較修道制研究を推進する予定である。 



 2023 年 11 月 25 日、26 日には中世修道院研究の第一人者 Steven Vanderputten（ベ

ルギー・ヘント大学教授）と Emilia Jamroziak（イギリス・リーズ大学教授）を招聘

し、国際カンファレンス Transcending the Tangibility and Intangibility: Religion and 

Media in Pre-Modern East and West Eurasia を実施した。その成果は英語論文集とし

ての刊行を目指すとともに、下述する学術変革領域研究（Ａ）など、今後展開される

国際共同研究の基礎になることを見込んでいる。 

 2024 年 2 月には英語論文集 Pastoral Care and Monasticism in Latin Christianity and 

Japanese Buddhism (ca. 800-1650)を LIT Verlag より刊行した。 

 

 

今後の展望 

 本プロジェクトは、学術変革領域研究の趣旨を最大限活かすべく、メンバーの個人

研究を尊重しながら、つねに①研究班内外での異分野融合的研究の促進、②国際共同

研究の推進、そして③若手研究者の支援に全力で取り組んだ。その狙いは十分に達成

されたと考えており、同様のアプローチによりプロジェクトを発展させ、より規模が

大きく包括的な内容を扱える学術変革領域研究（Ａ）への申請を検討しているところ

である。その際は本プロジェクトの特徴である西洋史と日本史の協働に加え、ユーラ

シア大陸東部（中国文化圏）や中央部（イスラーム文化圏）も含め、前近代宗教メデ



ィア史研究の国際的な研究コアの構築に取り組むことになるだろう。 

 


